
 

 

「長野市公共施設等総合管理計画」より 

「非木造施設のうち、旧耐震基準の既存

施設は原則長寿命化せず、使用年数 50 年

とする」 

平成 30 年 2 月 22 日 第 5 回もんぜんぷら座在り方検討部会 

長野市 都市整備部 市街地整備局 市街地整備課 資料 １ 

主な検討事項 

 

・周辺公共施設を含めた総合的
な再整備構想を検討 

 
・今後の新田町交差点周辺  
地区への民間を含めた導入 
施設の複合化、共同化の検討 

 
・中心市街地全体の相乗効果
の創出 

新田町交差点周辺地区まちづくり構想や 

民間活力導入の検討、それに整合したもん

ぜんぷら座再整備に向けたロードマップを

作成し、検討に着手する。 
 

スケジュールの明確化 
（解体時期想定） 

長野市耐震改修促進計画に基づきＨ32 年

度末を目標に不足する部分の耐震改修と必要

最低限の防災用設備の更新 
  
テナント、既存施設の継続確保 

もんぜんぷら座は 
建築後 41年経過 

耐震性の確保、老朽化設備の更新 事業化に向けたロードマップの作成 
・新田町交差点周辺の総合的なまちづくり構想必要 

 （周辺展開事業を含む） 

・民間活力の導入検討 

・テナントや既存施設の維持や再編、変更、廃止 

   
 
 
 
 

・施工期間は 10 か月以上必要。 

・館内は開館状態を保つ。(夜間工事) 

概算工事費 

細目別条件整理 
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 4.6～5.1 億円 
【耐震補強工事費＋防災設備更新費】 

6,900～7,400 万円/年間 
【施設運営１０年間】 
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新田町交差点周辺の役割・機能 
・ 中心市街地の長期展望 

・ 周辺地域プロジェクトの動向 

・ 中心市街地活性化の事業成果 

・ 行政と民間の協働や役割分担 

・ まち並みの形成 他 

 市民、テナント、
土地所有者等、関係
者との協議における
耐震化手法の方向性 
 
・ 補強＋長寿命化 
・ 解体＋再整備 

解体 
＋ 

再整備 

主として役割機能的側面から 

条件 
整理 

概算 
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「当面の課題」 「長期的な課題」 

対応スキーム（枠組み） ＜案＞ 

■ もんぜんぷら座在り方検討部会としてのまとめ 
 
「対応スキーム（枠組み）」及び「新田町交差点周辺のまちづくり   
コンセプト」 の提案 

もんぜんぷら座在り方検討の方向性について 

長期的な課題の解決に着手するとともに当面の課題に対応 

長期的な課題の解決に着手するとともに当面の課題に対応 

 

部会の議論・市民アンケート等 
新田町交差点を長野駅前・セントラルスクゥエア・権堂・県立大学・
善光寺の結節点とすべく長期的視点に立った整備をしてもらいたい 

ＴＯｉＧＯとの関連性も含めて、新田町交差点を今後どうしていくか

ということを幅広く考えていけたらいい 
期限こそあるが、急いで結論を出すのではなく、負の

遺産になることがないよう、色々と考えてみてもいい

のではないか 
この区域が市にとってどうあるべきか、都市機能として必要

不可欠な区域にあるもんぜんぷら座はどうあるべきかを議論

してから各論に入っていく方が分かりやすい 

なるべくお金がかからない方法で集客できるような

仕組みを考えていくのも一つの手ではないかと思う

し、耐震補強も一つの手だと思う 
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